
大腸がんリスク早期発見検査キット

シリーズ



女性の死亡数1位、男性の死亡数3位
（男女全体で死亡数1位）

これが、日本人の大腸がんの現状です。

内視鏡の進化などで治る可能性が高まっているにも関わらず、未だに命を落としてしまう

人が多いのが現状で、国立がん研究センターでも、喫緊の課題として大腸がんへの対策に

取り組むほどになっています。また、年齢別の大腸がんにかかる割合は、40歳代から

増加し始め、高齢になるほど高くなります。

まずは、大腸がんの検診のことを正確に理解することが、
大腸がん撲滅対策の第一歩です。

便潜血検査が陽性の場合、精密検査が必要です。精密検査の方法で、

最も精度が高いのは大腸内視鏡検査であり、厚生労働省はこの方法を推奨しています。

しかし、便潜血検査が陽性でもたったの54%しか精密検査を受けていないのが

現状です。

その原因は、便潜血検査が陽性でも「痔だから大丈夫」と思い込んでしまう人が多いため。

もともと痔持ちの方だけでなく、なんと便検査を受けるまで痔がなかったのに

「きっと痔ができただけ」と思った人もいるほど。これは正常性バイアスという

人間心理の働きだと考えられます。



日本人ががんにかかる割合

一
般

一
般

ステージ０ ステージⅠ ステージⅡ ステージⅢ ステージⅣ

97.3％ 94.4％ 89.0％ 77.5％ 18.8％

大腸がんのステージ別 ５年相対生存率

悪性新生物
（がん）

372,986人

28.5％

がんは早期発見・早期治療を行えば治癒率の向上が見込めます。たとえば、がんの中で日本人の年間発症数がもっとも多い大腸がんの場合、
ステージⅠで発見・治療ができれば５年相対生存率は94.4%ですが、ステージⅣでは18.8%です。
しかし、日本のがん検診率は諸外国と比較しても低く、4～5割程度に留まっており、発症者数・死亡者数は年々増加傾向です。



大腸がん検査の受診率が、低いのはなぜか？

自覚症状がないので受診しない。

病院、検査所にいく時間がない。

コロナ禍で、なるべく病院へ行きたくない。

費用をかけたくない。

大腸がんは、ステージⅠで発見・治療ができれば

5年相対生存率は94.4％ですが、ステージⅣでは18.8％です。

早期発見、早期治療を行えば治癒率の向上が見込めます。

ステージが進行する前に早期発見対応

「大腸がんリスク早期発見検査キットQT-ｘ」は、

国が最も強く推奨している便潜血検査を

独自の特許技術により、何時でも自宅で簡単に出来、

その場で検査結果がわかる検査キットです。

早 期 発 見

医療費削減

生存率向上



必要に応じ
精密検査

一般消費者の方々は通常１〜3年毎に病院で定期検診をおこないますが、その通常の検査に加えて、
合間に自主的にドラッグストア等で購入し、自主検査をおこなって頂くことで、日常の不安を少しでも払拭して頂けると思います。
その結果、陽性となった場合には、病院・医療機関にて精密検査を行うことお勧めします。
これにより早期発見に少しでも役立てるものと信じております。

販 売 精密検査

購入
自己検査

大腸がんリスク早期発見検査キットQT‐ｘの強み

大腸がんリスク早期発見検査キットQT‐ｘの利用方法

大腸がんリスク早期発見検査キットQT‐ｘの検査フロー

大腸がんリスク早期発見検査キットQT‐ｘ 大腸内視鏡検査

検査判定時間 約 5 分 1 日

検査方法 検 便 内視鏡検査

費 用 8,800円 20,000～30,000円

検査場所 自 宅 医療機関

検査精度 95％以上
内視鏡検査を行う医師の
技量・経験により変わる

約5分以内

または

陽性（＋）

線が2本現れた場合。
消化器官で出血している可能性があります

陰性（－）

Cラインのみ現れた場合。
検出量に達する出血は認められませんでした。

または

無効

結果が無効の場合。
もう一度新しい容器で同梱の“クイックガイド”

の手順に沿って検査をしてください。

させ、



ＦＤＡ（アメリカ食品医薬局）・ＣＥ（欧州連合加盟国安全性基準）の認可済み製品

アルファ社の特殊な特許技術により、約5分の迅速検査が可能

99％以上を誇る高い検査精度

安心のアメリカ開発・生産の検査キット

◼ 証明書関連

業界リーダーとしての長い実績と信頼

◆ 27年の歴史

◆ 29の特許登録

◆ 50以上の製品

Instant-view®

大腸がんスクリーニングｉＦＯＢ（便潜血）分野でアメリカの先駆者
◆ ｉＦＯＢ検査をアメリカのドラックストア市場に初めてリリースした企業

製造元であるアルファ社は業界でのパイオニア

FDA: 腸がん検査キット（普通版） EN規格 ISO 13485:2016
医療機器ー品質マネジメントシステム

大腸がんリスク早期発見検査キットQT‐ｘが選ばれる理由

27



大腸がんリスク早期発見検査キットQT‐ｘは、これまでの臨床研究をもとに、

検査時のがんのリスクを評価するもので、がんを診断する検査ではありません。

そのため、検査で「がんのリスクが検出されなかった方」でもがんに罹患していないとは言い切れませんし、

検査で「がんのリスクが高いと判定された方」でも、必ずしもがんに罹患していることを示すものではありません。

大腸がんリスク早期発見検査キットQT‐ｘの検査結果だけに基づき自ら判断することはお控えいただき、

検査結果の解釈やその他の必要な検査に関しては、 ご自身の健康状態を踏まえ、

医師にご相談されることをお勧めします。

提携医療機関もご用意しております

大腸がんリスク早期発見検査キットQT‐ｘでの
検査結果が擬陽性・陽性の場合



製造元 ：Alfa Scientific Designs Inc.

輸入元 ：株式会社シナダグローバル

販売元 ：日本綜合開発株式会社
〒103-0027 東京都中央区日本橋3-5-9-701

support@nissojapan.com

お申込み、お問合せはコチラ
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